
団を考える
（尼崎第２６団）

平成２２年６月１２日
（6月13日は私の誕生日）



団とは何か団とは何か
１こ隊以上の隊が存在すること。
　　カブ隊、ボーイ隊

１こ隊以上の隊が存在すること。
　　カブ隊、ボーイ隊

カブ隊、ボーイ隊それぞれ４こ班（組）ある？カブ隊、ボーイ隊それぞれ４こ班（組）ある？

カブ隊・・１０名以下、ボーイ隊・・１０名以下カブ隊・・１０名以下、ボーイ隊・・１０名以下

団と言っていいの！！



団とは何か団とは何か
１こ隊以上の隊の指導者が存在すること。
　ビーバー隊、カブ隊、ボーイ隊、ベンチャー隊

１こ隊以上の隊の指導者が存在すること。
　ビーバー隊、カブ隊、ボーイ隊、ベンチャー隊

隊長、副長が兼務してませんか隊長、副長が兼務してませんか

隊長、副長が団運営を兼務
　　　　　が他の隊運営を兼務

隊長、副長が団運営を兼務
　　　　　が他の隊運営を兼務

団と言っていいの！！



団とは何か団とは何か
団の運営（財政、進歩、活動場所、組織拡充、
　　　　　指導者養成など）が円滑に行われること

団の運営（財政、進歩、活動場所、組織拡充、
　　　　　指導者養成など）が円滑に行われること

専任者がいて、活動しています？専任者がいて、活動しています？

兼務してませんか。
名前だけの存在
団委員会もできていない。

兼務してませんか。
名前だけの存在
団委員会もできていない。

団と言っていいの！！



１）今、何が起こっているのか。
２）何が問題なのか。
３）どう対処すればよいのか。

１）今、何が起こっているのか。
２）何が問題なのか。
３）どう対処すればよいのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）
２）統合に関する事務作業
３）成人指導者の役務

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）
２）統合に関する事務作業
３）成人指導者の役務

団の分析やってますか！！団の分析やってますか！！



１）今、何が起こっているのか。１）今、何が起こっているのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

班長会議の実施回数（地区別）２００８年度実績
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１）今、何が起こっているのか。１）今、何が起こっているのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

スカウト数　前年比増減数からの分析（尼崎地区の場合）

①第1次ベビーブーム世代の加入により加速度的に増加

②第2次ベビーブーム世代の加入により加盟員はピークに(1983)

③その後減少に転じる（年間百名～百数十名単位で減少）

④1990年代になり各団にビーバー隊発足後減少傾向も改善する

　女子の加入も影響

⑤2000年代になり、ビーバーへの入隊者が減りはじめると再び減

　少傾向に

スカウト数の増加時には、ベビーブーム、ビーバー隊発足、女子
加入など、外的要因が大きく影響しており、外的要因がない時は
減少していることが分る。　



ボーイスカウト年代の構成比（兵庫県全体）
スカウト加入率
　　昭和５８年：２．５％（男のみ）
　　平成１２年：０．８％（男女）
　　平成２２年：？

尼崎第２６団
　　平成２２年３月３１日：８９名
　　平成２２年４月　１日：９４名

ボーイスカウト年代の構成比（兵庫県全体）
スカウト加入率
　　昭和５８年：２．５％（男のみ）
　　平成１２年：０．８％（男女）
　　平成２２年：？

尼崎第２６団
　　平成２２年３月３１日：８９名
　　平成２２年４月　１日：９４名

１）今、何が起こっているのか。１）今、何が起こっているのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理



年度別スカウト人口

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年

年度

人
数

ビーバー カブ ボーイ ベンチャー ローバー

尼崎第２６団の分析尼崎第２６団の分析
年度別各隊人口推移

0

5

10

15

20

25

２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年

年度

人
数

ビーバー カブ ボーイ ベンチャー ローバー 退団者

尼崎第１１団のスカウト人口



１）今、何が起こっているのか。１）今、何が起こっているのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

入隊式後の集合写真



２）何が問題なのか。２）何が問題なのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

組織活性化のためには

①新入隊員の増加対策

②途中退団者の減少対策

③指導者の質と量を高める

④魅力的な活動の展開

組織活性化のためには

①新入隊員の増加対策

②途中退団者の減少対策

③指導者の質と量を高める

④魅力的な活動の展開

これが難しい。

これを何とかしないとボーイスカウトの灯が消えてしまう。

これが難しい。

これを何とかしないとボーイスカウトの灯が消えてしまう。

学校の組織率（尼崎地区）
（スカウト６０名以上を
キープしている団）
　２％以上をキープしている
尼崎第２６団は１％台

学校の組織率（尼崎地区）
（スカウト６０名以上を
キープしている団）
　２％以上をキープしている
尼崎第２６団は１％台

団の再編が必要！！



３）どう対処すればよいのか。３）どう対処すればよいのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

「小学校、幼稚園、保育所、公共施設への働きかけ」

「町会の回覧板、掲示板の活用」

「積極的な広報」

「保護者へ広報のお願い、歴代の指導者へ情報提供」

口コミによる広報が最も効果的

ＯＢからも広報をお願いするため、団の情報を定期的に流す

「小学校、幼稚園、保育所、公共施設への働きかけ」

「町会の回覧板、掲示板の活用」

「積極的な広報」

「保護者へ広報のお願い、歴代の指導者へ情報提供」

口コミによる広報が最も効果的

ＯＢからも広報をお願いするため、団の情報を定期的に流す

広報活動（組織拡充）
　１）新入隊員の増加、理解ある保護者の確保
　２）退団者をできるだけ減少させる

広報活動（組織拡充）
　１）新入隊員の増加、理解ある保護者の確保
　２）退団者をできるだけ減少させる



「プログラムが進級の土台になりたっているかどうか」

「進級の個人記録がしっかりと整っているか」

「活動が充実しているか」

「進歩の励ましがあるか（進級章やバッジの授与式）」

「団の進級面接を怠ってないか」

「プログラムが進級の土台になりたっているかどうか」

「進級の個人記録がしっかりと整っているか」

「活動が充実しているか」

「進歩の励ましがあるか（進級章やバッジの授与式）」

「団の進級面接を怠ってないか」

３）どう対処すればよいのか。３）どう対処すればよいのか。

第１章　現状の分析と今後の考え方の整理第１章　現状の分析と今後の考え方の整理

基本であるが、これが難しい。（ボーイ年代はクラブ活動）

これを何とかしないとボーイスカウトの灯が消えてしまう。

基本であるが、これが難しい。（ボーイ年代はクラブ活動）

これを何とかしないとボーイスカウトの灯が消えてしまう。



○月例テーマ：ボーイスカウトの誕生日 活動目標：世界と日本の文化について考える 当番組：４組

　課題曲：光の路・君が代・ジャングル探検隊 ※同じ時代の世界と日本の文化を比べる

特別隊集会

第２組集会

第１組集会

特別隊集会

10:00１(日)

２４(日)

３１(日)

新年国旗掲揚式
（団行事）

国立民族科学博物館に行
き、第１組集会で決めた国
の事について詳しく調べる

持ち物 修得科目／チャレンジ科目

11:30 スカウト広場

12:00

12:00

お茶会

団・保護者会

お茶会の待ち時間を利用し
て、世界のどの国について
調べたいかを決める

9:00

10:30

9:00 スカウト広場

9:00 16:00

11団：ＪＲ尼崎
駅北側交番横

23団：ＪＲ塚口
駅西側

水筒
一般装備

水筒
一般装備

水筒
一般装備

カブ弁
水筒

一般装備

うさぎ：日本の国旗
し　か：日本の国旗
く　ま：日本の国旗

うさぎ：世界の国々
し　か：世界の国々
く　ま：世界の国々
ﾁｬﾚﾝｼﾞ章：1-1 国際(4)

うさぎ：世界の国々
し　か：世界の国々
く　ま：世界の国々
ﾁｬﾚﾝｼﾞ章：1-1 国際(4)

１月 集会種別 内　　　容
集合
時間

解散
時間

集合／解散
場所

12:00

喜多邸離れ

新尼崎第２６団カブ隊のプログラム新尼崎第２６団カブ隊のプログラム



カブ隊（２６団）
　２個団統合で
　３組＋２組＝５組

月例隊集会
の風景です。



船坂川の上流にて
４泊５日のキャンプ



月
テーマ
(内容)

活動予定
進歩

団・隊 班

１ 通信
（手旗）

（ロープ結び）

班長会議
GB訓練

班集会 D3-1手旗
D3-4追跡記号
E5-1～3ロープ結び２ 隊集会

３ 野営
（キャンピング）
（ロープ結び）

班長会議
GB訓練

班集会 E5-1～3ロープ結び
E5-5策端処理
E3-1～3キャンプクラフト４ 隊キャンプ

５ ハイキング
（計測）
（読図）

班長会議
GB訓練

班集会 C2-3～5読図
D2-1～4計測

６ 隊ハイキング

７ 野営
（野外料理）
（焚き火）
（営火）

（サバイバル）

班長会議
GB訓練

班集会 E2-1～3野外料理
E2-5～6野外料理
E6-2～3焚き火８ 隊キャンプ

９ 安全
（救急）
（観察）

班長会議
GB訓練

班集会 D1-3～6観察
B5-1～6救護

１
０

隊キャンプ

１
１

スカウト精神
（奉仕）
（環境）

班長会議
GB訓練

班集会 G3-4～5近隣奉仕
G4-4～5環境保護

１
２

隊集会

新尼崎第２６団ボーイ隊のプログラム新尼崎第２６団ボーイ隊のプログラム

新２６団だけでは、
１３名
近隣８団、１７団
と合同で実施
計画中

班集会
班長会議
班長訓練
長期キャンプ
の実施
を重点課題
進級も忘れずに



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）
２）統合に関する事務作業
３）成人指導者の役務

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）
２）統合に関する事務作業
３）成人指導者の役務



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）１）保護者への説明（活動エリアの拡大）

ちょっと待った

統合までの道のり（２～３年）
　　１）団行事の合同プログラム
　　２）隊プログラムの合同プログラム

統合までの道のり（２～３年）
　　１）団行事の合同プログラム
　　２）隊プログラムの合同プログラム

統合までの道のり（１～２年）（年間プログラムが同じ）
　　１）ビーバー隊は先に統合プログラム
　　２）ボーイ隊も先に統合プログラム

統合までの道のり（１～２年）（年間プログラムが同じ）
　　１）ビーバー隊は先に統合プログラム
　　２）ボーイ隊も先に統合プログラム

尼崎第２６団の場合



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）１）保護者への説明（活動エリアの拡大）

団行事を利用して、保護者の方々と懇親を深める
　　体験入隊プログラム
　　親子ハイキング
　　親子祭りなど

団行事を利用して、保護者の方々と懇親を深める
　　体験入隊プログラム
　　親子ハイキング
　　親子祭りなど

アンケートを行って
保護者の方々が何を考えて
いるのかを確認しては。

茶話会などで自由に意見を
聞いてみては。



特にスカウト活動を選んだ理由は

69%

0%

6%

25%

他の青少年団体よりも
活動の内容が良いと思った

近くにはスカウトの団
しかなかったから

特に理由はない

その他

入団される前にｽｶｳﾄ活動を知っていたか

24%

35%

35%

6%

目的や活動内容を知っていた

内容までは知らなかった

名前だけは知っていた

何も知らなかった

平成２１年４月
尼崎第１１団アンケート

１）特にスカウト活動を選んだ理由は
２）入団される前にスカウト活動知っていたか



ボーイスカウト活動経験で何を期待するのか

0 2 4 6 8 10

協調性

指導力

責任感

信仰心

健康な体

忍耐力

他人への思いやり

自然に親しむ

集中力

自立心

基本的なしつけ

学校や家庭外の体験

その他

平成２１年４月
尼崎第１１団アンケート



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

１）保護者への説明（活動エリアの拡大）１）保護者への説明（活動エリアの拡大）

１．今後の日程について
　２００９年
（１） １１月１５日（日）　　１１団、２３団合同団委員会
２６団統合に向けて（団費、隊費などの素案作成）
（２） １２月２０日（日）　　もちつき大会にて
　　　　　　１２：３０～　　　臨時の団総会
平成２１年度行事報告、会計報告
新２６団設立、教育基本方針（案）の審議
　２０１０年
（３） 　１月２４日（日）　　新団への保護者説明会（お茶会）
（４） 　２月　７日（日）　　登録審査（２６団として登録）
（５） 　３月１４日（日）　　新体制での団委員会、団総会準備　
（６） 　４月１８日（日）　　新２６団　団総会
（７） 　５月　５日（水）　　新２６団　発団式



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

２）統合に関する事務作業２）統合に関する事務作業

部会の設置について

(ア) １０月２４日（土）　新団の方針、カブ部門の在り方説明会実施
(イ) １２月２０日（日）　臨時総会（１１団としてのけじめ）

(ウ) 財務関連（団の財産、団の会計、団費額、隊の会計など）
(エ) 団委員会の運営（団委員の役割分担について）
(オ) 隊の運営（ビーバーからローバーまでの隊編成、PG、指導者などについて）
(カ) 団の規約（団の規約を整理、統合する）
(キ) シンボル関連（ネッカチーフ、キャップ、ポロシャツ、など）
(ク) 団広報（予定表、体験入隊、広報誌、ポスター、パンフレットの作成と企画）
(ケ) 地域への奉仕（あいあい市、園田カーニバル、その他）



第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

３）成人指導者の役務３）成人指導者の役務

財務関連は大丈夫でしょうか。
　　チラシ配布、ポスター配布、保護者参加増えます。
　　保険の問題、体験入隊増えます。
　　会議増えます。交通費計上必要？

財務関連は大丈夫でしょうか。
　　チラシ配布、ポスター配布、保護者参加増えます。
　　保険の問題、体験入隊増えます。
　　会議増えます。交通費計上必要？

広報活動はどうでしょうか。
　　現状では、減少方向。どうすれば増えるのか。
　　やれることはすべて行いましょう。
　　回覧版、ポスター、公共施設でのチラシ
　　体験入隊シラシを幼稚園、小学校へ
　　写真の収集は？
　　ホームページはどうでしょうか？

広報活動はどうでしょうか。
　　現状では、減少方向。どうすれば増えるのか。
　　やれることはすべて行いましょう。
　　回覧版、ポスター、公共施設でのチラシ
　　体験入隊シラシを幼稚園、小学校へ
　　写真の収集は？
　　ホームページはどうでしょうか？
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第２章　現状の分析と今後の考え方の整理第２章　現状の分析と今後の考え方の整理

３）成人指導者の役務３）成人指導者の役務

隊活動はどうでしょうか。
　　CS隊はデンリーダーはどうでしょうか。
　　CS隊のインストラクターはどうでしょうか。
　　BS隊のインストラクターはどうでしょうか。
　　隊の広報活動はどうでしょうか。
　　　　　団内外の保護者にPRできます。
　　　　　スカウトの取材をしましょう。

隊活動はどうでしょうか。
　　CS隊はデンリーダーはどうでしょうか。
　　CS隊のインストラクターはどうでしょうか。
　　BS隊のインストラクターはどうでしょうか。
　　隊の広報活動はどうでしょうか。
　　　　　団内外の保護者にPRできます。
　　　　　スカウトの取材をしましょう。


